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世
間
で
言
う

学
生
の
�
学
力

低
下
�
に
つ
い

て
、
一
部
の
先

生
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
あ

る
。
同
時
に
、

学
業
に
対
す
る

�
無
気
力
さ
�
に
つ
い
て
も

耳
に
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
少

数
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
気

が
か
り
で
あ
る
。
学
力
低
下

の
原
因
が
無
気
力
に
あ
る
の

か
、
無
気
力
の
結
果
が
学
力

低
下
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
ま
ま

で
良
い
と
い
う
状
況
で
は
な

い
▼
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
競
技

を
行
っ
て
い
る
人
に
対
し
て

は
、
共
感
を
得
る
こ
と
が
多

い
と
思
う
の
だ
が
、
勝
負
に

�
勝
つ
�
と
い
う
気
力
を
失

っ
た
時
点
で
、
勝
負
の
結
果

は
決
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
学
問
・
学

業
自
体
に
勝
敗
と
い
う
も
の

は
、
ほ
と
ん
ど
無
関
係
に
近

い
よ
う
に
思
う
が
、
何
事
も

気
力
を
持
っ
て
�
成
就
す

る
�
こ
と
に
は
、勝
負
に
�
勝

つ
�
こ
と
に
似
た
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
う
▼
ま
た
、
社

会
は
、
大
学
に
対
し
て
多
く

の
こ
と
を
求
め
て
き
て
い

る
。研
究
、教
育
、社
会
貢
献
、

自
己
点
検
・
評
価
、
外
部
資

金
の
獲
得
、
就
職
や
大
学
院

へ
の
進
路
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
な
ど
な
ど
。
変
革
の
時

代
に
あ
っ
て
、多
方
面
で�
強

い
関
西
大
学
�
を
培
う
た
め

に
は
、
相
当
な�
勝
つ
�気
力

を
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
る
。（
下
家

浩
二
）

２

面

新
役
職
者
決
ま
る

３

面

文
部
科
学
省
Ｇ
Ｐ
等
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択

４
・
５
面

特
集
「
キ
ャ
ン
パ
ス
外
へ
広
が
る
学
び
」

６

面

学
部
入
学
生
の
学
費
に
つ
い
て

８

面

特
集
「
広
告
研
究
部P

resents

関
大
検
定
」
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２０００年４月の外国語教育研究機構の発足が私に日本
の外国語教育の意義について考究する機会を与えてく
れた。私が満５０歳の節目の時でもあった。ちょうど７
年前になる。
その頃から若者を取り巻く状況は一段と厳しくなっ
た気がする。心の枯渇によって自滅の道を辿る若者た
ちの悲劇が、日々紙面を賑わすようになった。彼らに
どのように手を差し伸べてやればよいのか。
国際化、情報化、異文化理解といったお題目を唱え
るだけでは若者の心を捕らえることはできないと教育
現場で実感した。これまで善だと信じてきた近代理性
主体の学理からいったん脱して、根本的なパラダイム
転換を真剣に模索すべきではないかと私は肌で感じ
た。
本来人間はそうやすやすと変わるものではない。現
に、今も昔も人が何か行動を起こすには内発的なモチ
ベーションあるいは欲求が要るのだ。アジアにおいて
人気を博している日本語教育がこのことに対する証左
の一例となるだろう。
アジア各国において今、実に数多くの若者たちが日
本語学習を志望し、日本への留学を夢見ているらし
い。識者によれば、彼らの動機の大部分は、日本のマ
ンガ・アニメ文化への耽溺と憧憬にあるとのことだ。
この現象はアジアだけに見られるものではない。今

や日本の影響によってアメリカでも日本のマンガが大
いに読まれるようになった。装丁も日本のマンガ形式
で、右の頁から左の頁へと読み進むようになってい
る。おそらく日本のマンガの人物造型の細やかさと絵
の繊細さとがアメリカの若者たちの心を捕らえたにち
がいない。
元々マンガは西欧から日本に入ってきたが、それを
日本特有のものに生成し、世界に向けて発信した。こ
れにすっかり魅了されたアジアの国の若者たちは、翻
訳ではなく、オリジナルの日本語で読むべく、日本語
学習に励むようになった。しんから日本文化に精通し
たいという強い動機が主因である。
この一事例は日本の外国語教育全般にも言えること
ではないか。たとえば英語学習の場合、学生を虜にす
るのは一体何なのか。『ハリー・ポッター』のような物
語なのか、英米の最先端の映画・音楽・演劇・ファッ
ションなのか、それとも政治・経済事情なのか。胸を
ときめかすものが見つかりさえすれば、あとは自ずと
その人の学習意欲は高まるだろう。学生が何を渇き求
めているのか。私たち外国語教育担当者の務めは、彼
らの魂の声に耳を傾け、その内的欲求に速やかに即応
し、それを教育に昇華させる方途を考案することでは
ないだろうか。

（外国語教育研究機構教授・同機構長）
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戸
大
学
法
学
部
を
卒
業
。
司
法

試
験
合
格
・
司
法
修
習
の
後
、
京
都

地
裁
判
事
補
、
大
阪
地
裁
判
事
、
大

阪
高
裁
判
事
、
徳
島
地
裁
・
家
裁
所

長
、
大
阪
高
裁
判
事
部
総
括
な
ど
を

経
て
京
都
地
裁
所
長
。
定
年
退
官

後
、
本
学
に
着
任
。
専
門
は
刑
事

法
。

新しく大学の役職者が決まり、１０月１日付
で次のとおり発令された。
学長補佐 経済学部教授 良永 康平
経済・政治研究所長 商学部教授 加藤 義忠
�法学部�
教学主任 教授 田村 詩子
�経済学部�
副学部長 教授 橋本 紀子
教学主任 准教授 清水 祟
同 准教授 山本 千映
学生主任 准教授 土居 潤子
学部学生相談主事 専任講師 榊原雄一郎
�商学部�
副学部長 教授 宇惠 勝也

�社会学部�
教学主任 教授 齊藤 了文
�総合情報学部�
副学部長 教授 吉田 宣章
�外国語教育研究機構�
教学主任 教授 吉田 信介
�大学院�
�法務研究科
大学院研究科長 教授 今西 康人
大学院副研究科長 教授 木下 智史
教学主任 教授 川口 浩一
同 教授 木村 哲也
入試主任 教授 川口 美貴
学生相談主事 教授 大和 正史

教授
鈴木 直

教授
那須 彰

東
京
大
学
理
学
系
大
学
院
物
理
学

専
攻
博
士
課
程
修
了
。
理
学
博
士
。

大
阪
大
学
教
授
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
門
は
物
性
物
理
学
理
論
。

京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
。
司
法

試
験
合
格
・
司
法
修
習
の
後
、
高
知

地
裁
判
事
補
、
松
江
地
裁
・
家
裁
判

事
、
司
法
研
修
所
教
官
、
大
阪
高
裁

判
事
、
徳
島
地
裁
・
家
裁
所
長
、
大

阪
地
裁
所
長
な
ど
を
経
て
、
広
島
高

裁
長
官
。
定
年
退
官
後
、
本
学
に
着

任
。
専
門
は
民
事
法
。

大
学
院
法
務
研
究
科
、
い
わ

ゆ
る
法
科
大
学
院
は
、
平
成
十

六
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ

の
三
月
に
、
い
わ
ゆ
る
未
修
コ

ー
ス
一
期
生
を
初
め
て
世
に
送

り
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、い
よ

い
よ
、法
科
大
学
院
教
育
の
真
価

が
問
わ
れ
る
新
た
な
段
階
に
入

っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
間
、
今

西
康
人
教
授
は
、
設
立
準
備
段

階
か
ら
、
設
立
後
は
研
究
科
長

代
理
・
副
研
究
科
長
と
し
て
、山

中
敬
一
前
研
究
科
長
と
二
人
三

脚
で
、
こ
の
国
家
的
に
も
新
し

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
歩
固
め

に
尽
力
し
、と
り
わ
け
、カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
整
備
面
で
優
れ
た
力
を

発
揮
し
た
。そ
の
意
味
で
は
、今

般
、
研
究
科
長
に
就
任
し
た
の

も
、
自
然
な
成
り
行
き
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

民
法
を
専
攻
し
、「
契
約
締
結

上
の
過
失
」
理
論
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
、
消
費
者
保
護
法
、

Ｅ
Ｕ
法
と
そ
の
ウ
イ
ン
グ
を
拡

げ
て
き
た
、
本
来
一
流
の
研
究

者
で
あ
る
。
同
時
に
、
法
学
部

在
籍
当
時
か
ら
、
学
生
に
対
す

る
熱
心
な
指
導
で
は
定
評
が
あ

る
。
授
業
は
厳
し
く
も
あ
る

が
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧

に
応
対
す
る
。
同
僚
教
員
だ
け

で
な
く
、
学
生
か
ら
の
信
望
も

厚
い
所
以
で
あ
ろ
う
。

法
科
大
学
院
と
い
う
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
制
度
に
は
、
ま
だ

し
ば
ら
く
は
試
練
が
続
く
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
今
西
教
授
に

は
、そ
れ
に
打
ち
克
つ
能
力
、そ

し
て
何
よ
り
も
、情
熱
が
あ
る
。

こ
の
た
び
商
学
部
の
重
鎮
で

あ
り
、
商
学
部
の
良
心
と
も
言

う
べ
き
加
藤
義
忠
教
授
が
経
済

・
政
治
研
究
所
の
所
長
に
就
任

し
た
こ
と
は
、
適
所
に
適
材
を

得
た
と
言
う
べ
き
で
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
。

教
授
の
研
究
は
、
現
代
日
本

の
流
通
機
構
や
流
通
政
策
の
分

析
、
現
代
流
通
経
済
論
の
構
築

等
で
あ
り
、『
商
業
資
本
論
の
研

究
』
さ
ら
に
は
日
本
商
業
学
会

賞
（
奨
励
賞
）
を
授
与
さ
れ
た

『
現
代
流
通
経
済
の
基
礎
理

論
』、『
小
売
商
業
政
策
の
展

開
』
な
ど
の
多
数
の
著
作
を
公

刊
す
る
と
と
も
に
、
大
学
院
生

へ
の
研
究
指
導
に
も
情
熱
を
傾

け
、
教
授
の
ゼ
ミ
か
ら
は
多
く

の
課
程
博
士
が
輩
出
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
現
在
、
日
本
流
通
学

会
会
長
で
も
あ
る
。

香
川
県
生
ま
れ
の
テ
ニ
ス
好

き
、
最
近
で
は
こ
れ
に
カ
ラ
オ

ケ
好
き
が
高
じ
た
結
果
で
あ
ろ

う
と
推
測
で
き
る
ほ
ど
温
厚
篤

実
で
粘
り
強
い
人
柄
、
さ
ら
に

は
調
整
能
力
に
優
れ
た
教
授

は
、
必
ず
や
多
く
の
困
難
な
課

題
に
着
実
に
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
、
い
つ
の
ま
に
か
多
く
の

成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

教授
鳥越 健治

大学院学内進学試験の合格発表
２００８（平成２０）年度大学院（法学、文学、経済学、
商学、社会学、総合情報学、工学、外国語教育学、心
理学および会計研究科）の学内進学試験を実施した。

２００８（平成２０）年度大学院学内進学試験結果 ２００７年５～７月実施分

文
学
研
究
科
で
は
、
文
部
科

学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
拠
点
選
定
を
受
け

て
、
平
成
二
十
年
四
月
に
文
化

交
渉
学
専
攻
・
東
ア
ジ
ア
文
化

交
渉
学
専
修
を
開
設
す
る
。

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
と

は
、
国
家
や
民
族
と
い
う
分
析

単
位
を
越
え
て
、
東
ア
ジ
ア
と

い
う
ま
と
ま
り
を
持
つ
文
化
複

合
体
を
想
定
し
、
言
語
・
思
想

・
宗
教
・
歴
史
な
ど
人
文
学
諸

分
野
の
方
法
と
知
見
を
融
合
さ

せ
て
、
ト
ー
タ
ル
な
文
化
交
渉

の
あ
り
方
を
探
求
す
る
新
し
い

学
問
で
あ
る
。

同
専
修
の
入
学
定
員
は
博
士

課
程
前
期
課
程
十
二
人
、
後
期

課
程
六
人
で
、
後
期
課
程
学
生

の
半
数
は
留
学
生
を
想
定
し
て

い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て

は
、
文
化
交
渉
学
の
実
例
を
示

す
講
義
と
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
の

文
化
を
考
察
す
る
講
義
、
個
別

研
究
指
導
の
た
め
の
演
習
の
ほ

か
、
国
際
的
発
信
力
強
化
の
た

め
の
外
国
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
海

外
の
大
学
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
結
ぶ
国
際
共
同
授
業
な
ど
特

色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
入
学
者
に
は
個
別

の
研
究
ス
ペ
ー
ス
と
共
同
研
究

室
が
与
え
ら
れ
る
ほ
か
、
後
期

課
程
学
生
は
す
べ
て
Ｃ
Ｏ
Ｅ
リ

サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
任
用

し
、
月
額
十
六
万
円
の
給
与
と

年
額
十
五
万
円
の
研
究
費
が
支

給
さ
れ
、
前
期
課
程
修
了
者
に

は
「
修
士
（
文
化
交
渉
学
）」、

後
期
課
程
修
了
者
に
は
「
博
士

（
文
化
交
渉
学
）」
の
新
学
位
が

授
与
さ
れ
る
。

（
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

藤
田
�
夫
）

本
紙
第
三
百
四
十
六
号
で
紹

介
し
た
千
里
山
北
広
場
が
七
月

二
十
五
日
に
竣
工
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
に
新
た
な
空
間
と
緑
が
創

出
さ
れ
た
。
こ
の
広
場
は
、
平

地
面
積
約
七
千
二
百
五
十
平
方

�
、
人
工
芝
を
敷
設
し
た
百
十

�
×
六
十
六
�
の
長
方
形
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
、
正
課
体
育
や
課

外
活
動
施
設
と
し
て
の
利
用
は

も
と
よ
り
、
す
で
に
実
施
し
て

い
る
地
元
小
学
生
が
参
加
す
る

「
一
日
体
験
入
部
」
等
の
社
会

貢
献
や
地
域
住
民
の
交
流
の
場

と
し
て
も
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
を
企
図
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
に
建
築
さ
れ
た

第
一
学
舎
一
号
館
解
体
跡
地

に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地

上
七
階
地
下
一
階
、
延
床
面
積

約
四
千
六
百
六
十
八
平
方
�
の

総
合
研
究
室
棟
を
新
築
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
九
月
二
十
日
の

地
鎮
祭
に
、
森
本
靖
一
郎
理
事

長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ
め

と
し
て
、
約
九
十
人
の
関
係
者

が
出
席
し
た
。

【
課
程
博
士

八
人
】

○
辻

美
枝
／
博
士
（
法
学
）

「
保
険
取
引
と
課
税
」

○
林
田

定
男
／
博
士（
文
学
）

「
定
家
の
表
記
に
関
す
る
研
究
」

○
鎌
田

純
子
／
博
士（
文
学
）

「
張
愛
玲
と
思
想
―
５０
年
代
を

中
心
に
」

○
城
山

陽
宣
／
博
士（
文
学
）

「
前
漢
期
に
お
け
る
儒
�
國
�

化
の
基
礎
的
研
究
」

○
馮

睿
／
博
士
（
商
学
）

「
小
売
業
国
際
化
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
研
究
―
外
資
小
売
業
の

中
国
市
場
へ
の
参
入
と
展
開
を

中
心
に
―
」

○
島
田

奈
美
／
博
士（
商
学
）

「
の
れ
ん
を
巡
る
会
計
政
策
」

○
大
西

真
晶
／
博
士
（
情
報

学
）

「
ノ
ー
ド
位
置
を
考
慮
し
た
空

間
情
報
管
理
向
け
構
造
型
Ｐ
２

Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研

究
」

○
道
本

�
彦
／
博
士（
工
学
）

「
鉛
の
二
次
製
錬
技
術
に
関
す

る
熱
力
学
的
研
究
」

【
論
文
博
士

五
人
】

○
樋
口

一
彦
／
博
士（
法
学
）

「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人

道
法
」

○
今
中

利
昭
／
博
士（
法
学
）

「
動
産
売
買
先
取
特
権
に
基
づ

く
物
上
代
位
論
」

○
福
井

七
子
／
博
士（
文
学
）

「
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
と

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ゴ
ー
ラ
ー
の
日

本
人
論
」

○
莫

素
微
／
博
士
（
文
学
）

「
周
金
波
研
究
―
植
民
地
医
師

作
家
の
文
学
」

○
植
田

優
／
博
士
（
工
学
）

「
プ
ラ
ズ
マ
浸
炭
に
よ
る
オ
ー

ス
テ
ナ
イ
ト
鋼
の
表
面
改
質
に

関
す
る
研
究
」

学
位
記
授
与
式
が
九
月
十
八
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
百

周
年
記
念
会
館
で
行
わ
れ
、
次
の
十
三
氏
に
関
西
大
学
か
ら

学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

被
授
与
者
の
学
位
お
よ
び
博
士
論
文
名
は
次
の
と
お
り
。

●
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
客

員
教
授
が
講
演

本
学
で
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・

フ
ク
ヤ
マ
客
員
教
授
を
招
き
、

七
月
十
三
日
に
社
会
学
部
創
立

四
十
周
年
記
念
事
業
学
術
講
演

会
「
中
国
の
台
頭
と
東
ア
ジ
ア

の
安
全
保
障
関
係
」
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
翌
日
午
前
に
は
、

政
策
創
造
学
部
開
設
記
念
講
演

会
「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
後
の
ア
メ

リ
カ
の
対
外
政
策
」
を
、
午
後

に
は
東
西
学
術
研
究
所
、
経
済

・
政
治
研
究
所
、
法
学
研
究

所
共
催
研
究
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、�State-Building

and
G
lobalG

overnance

�
を
開

催
し
た
。
全
行
事
に
は
、
あ
わ

せ
て
約
六
百
五
十
人
の
聴
衆
が

集
ま
り
、
貴
重
な
講
演
に
耳
を

傾
け
た
。

●
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
名
誉
教

授
の
余
英
時
氏
に
名
誉
博
士
号

を
贈
呈

十
月
四
日
、
百
周
年
記
念
会

館
第
一
特
別
会
議
室
に
お
い

て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
名
誉

教
授
の
余
英
時
氏
へ
の
名
誉
博

士
号
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
名

誉
博
士
号
の
贈
呈
は
十
三
人
目

と
な
る
。
余
英
時
氏
は
、
昨

年
、
「
人
文
学
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
」
と
い
わ
れ
る
米
国
会
図
書

館
「John

W
.K
luge

人
文
学

終
身
成
就
賞
」
を
受
賞
し
た
世

界
的
大
学
者
で
あ
る
。
専
門
は

中
国
思
想
史
で
、
当
該
分
野
の

第
一
人
者
と
し
て
約
四
十
冊
の

単
著
を
発
表
し
て
い
る
。

●
大
学
評
価
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

本
学
で
は
、
十
月
二
十
七
日

（
土
）に
国
・
公
・
私
立
大
学
関

係
者
等
を
対
象
に
「
大
学
評
価

フ
ォ
ー
ラ
ム
―
認
証
評
価
結
果

を
い
か
に
改
善
・
改
革
に
つ
な

げ
る
か
―
」
を
開
催
す
る
。
本

学
に
お
け
る
認
証
評
価
、
自
己

点
検
・
評
価
活
動
を
契
機
と
し

た
大
学
改
革
へ
の
取
組
姿
勢
を

社
会
に
向
け
て
情
報
発
信
す

る
。
ま
た
、
認
証
評
価
機
関
で

実
際
の
評
価
に
携
わ
る
大
学
関

係
者
、
国
立
大
学
を
含
む
他
大

学
の
関
係
者
を
招
き
、
他
大
学

に
お
け
る
事
例
や
改
善
・
改
革

シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
講
演

予
定
で
あ
る
。
本
学
を
は
じ
め

と
す
る
大
学
関
係
者
に
、
自
己

点
検
・
評
価
活
動
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。

合格
者数

０
６
２
８
１
３
５
７
１
３
６
０
１
１
１
３
０
３２
２
０
２
０
０
０
１
６
―
１
８
３
１８
２１
―
１
４６
２１
２１
１４
１１
７
１４
２５
２４
２３
２０７
５
５
４
４
８
３
３
２９４

志願
者数

０
６
２
８
１
３
５
８
１
５
７
０
１
１
１
５
０
３８
２
０
２
１
０
１
３
６
―
１
１０
３
１８
２１
―
１
４６
２１
２１
１５
１１
７
１４
２６
２５
２３
２１０
８
８
４
４
８
４
４
３１０

定員

６０

６０

１０８

１０８

５０

５０
５
３０
３５
１０
１０
１０
１０
４０
４０
４０
８０

１２５

４０

１１０

２７５
２５
２５
６
６
１２
７０
７０
７５５

コース・専修・分野

法政研究コース
企業法務コース
公共政策コース

英文学専修
英米文化専修
国文学専修
哲学専修
芸術学美術史専修
日本史学専修
西洋史学・アジア史学専修
ドイツ文学専修
フランス文学専修
中国文学専修
地理学専修
教育学専修
文化共生学専修

プロジェクトコース
アカデミックコース

研究者コース
専門職コース

―
―
―
―

―
―

応用自然科学分野（数学系）
応用自然科学分野（物理・応用物理学系）
機械工学分野
先端情報電気工学分野
電子情報システム工学分野
システムマネジメント工学分野
都市環境工学分野
建築学分野
化学工学分野
応用化学分野
先端マテリアル工学分野
生命・生物工学分野

―

―
―

―

―

専攻

法学・政治学

計

総合人文学

計

経済学

計

商学

計
社会学

産業社会学
社会心理学

マス・コミュニケーション学
計

社会情報学
知識情報学

計

システム
デザイン専攻

ソーシャル
デザイン専攻

ライフ・マテリアル
デザイン専攻

計
外国語教育学

計
認知・発達心理学
社会心理学

計
会計人養成

計
合 計

研究科

法 学

文 学

経済学

商 学

社会学

総 合
情報学

工 学

外国語
教育学

心理学

会 計

今
西

康
人

法
務
研
究
科
長

大学院文学研究科
文化交渉学専攻

法
科
大
学
院
の
充
実
期
を
担
う

募 集 概 要

新新役役職職者者決決ままるる

加
藤

義
忠

経
済
・
政
治
研
究
所
長

温
厚
篤
実
で
優
れ
た
調
整
能
力

千
里
山
北
広
場
が
竣
工

総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合
研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究
室室室室室室室室室室室室室室
棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟

地地地地地地地地地地地地地地
鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
をををををををををををををを
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
行行行行行行行行行行行行行行

�
�
システム
理工学部

�
�

�
�
法 科
大学院

�
�

（２）平成１９年（２００７年）１０月１２日第 ３４７ 号
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文
部
科
学
省
が
募
集
し
た
平

成
十
九
年
度
標
記
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
本
学
か
ら
申
請
し
た
「
関

西
大
学
Ｅ
Ｕ
―
日
本
学
教
育
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ
れ

た
。
本
年
度
は
、
全
体
で
三
百

五
十
五
件
の
申
請
が
あ
り
、
百

二
十
六
件
が
選
ば
れ
た
。

�
取
組
内
容

本
取
組
は
、
近
代
日
本
の
人

文
学
を
体
系
付
け
た
「
Ｅ
Ｕ
」

を
再
び
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
こ

と
で
、「
日
本
学
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
国
際
的
で
魅
力
あ
る
大
学

院
教
育
」
を
実
質
化
す
る
も
の

で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
日
本
を
学
ぶ

若
手
研
究
者
と
交
流
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年
二
回
、
関
西

大
学
と
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学（
ベ
ル
ギ
ー
）で
設
け

る
な
ど
、「
高
度
で
幅
広
い
学
識

と
、
創
造
性
豊
か
な
発
想
力
を

備
え
た
人
材
養
成
」と「
国
際
的

な
思
考
感
覚
と
発
信
力
を
備
え

た
人
材
養
成
」を
目
的
と
す
る
。

関
西
大
学
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
教
育

を
実
現
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
東
地
区
に
「
新
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
開
設
す
る
構
想
を
、
平
成
十
七
年
二
月
七
日
に
発
表
し

た
。
そ
の
後
、
学
内
で
は
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
委
員
会
並

び
に
専
門
部
会
を
設
置
し
、「
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
本
構

想
」
に
つ
い
て
鋭
意
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
学
外
で
は
Ｊ
Ｒ
高

槻
駅
北
東
地
区
開
発
事
業
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
通
じ
て
、
事

業
の
早
期
実
現
に
向
け
て
精
力
的
に
協
議
を
続
け
て
い
る
。「
高

槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
の
検
討
・
協
議
を

重
ね
て
い
く
な
か
で
、
よ
り
良
好
な
教
育
環
境
の
確
保
並
び
に

地
域
へ
の
環
境
の
配
慮
等
か
ら
、
当
初
の
計
画
を
次
の
と
お
り

見
直
し
た
。

（
総
合
企
画
室
）

文
部
科
学
省
が
募
集
し
た
平

成
十
九
年
度
標
記
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
本
学
か
ら
申
請
し
た
「
農

山
村
集
落
と
の
交
流
型
定
住
に

よ
る
故
郷
づ
く
り
―
持
続
的
に

�
関
わ
り
続
け
る
と
い
う
定
住

の
カ
タ
チ
�
に
よ
る
二
十
一
世

紀
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
―
」
が

採
択
さ
れ
た
。
本
年
度
は
、
全

体
で
六
百
件
の
申
請
が
あ
り
、

百
十
九
件
が
選
ば
れ
た
。

�
取
組
内
容

本
取
組
は
、
過
疎
化
し
空
き

家
の
多
く
存
在
す
る
農
山
村
集

落
に
お
い
て
、
そ
の
空
き
家
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
人
的
物
的
地
域
資
源
の

再
活
性
化
を
図
り
、
継
続
的
永

続
的
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
拠
点
の
創
生
な
ら
び
に

ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
を
図
り
、
学
生
お

よ
び
卒
業
生
や
そ
の
家
族
が
常

に
住
ま
い
、
訪
れ
、
帰
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
形
成
す
る
と

い
う
構
想
を
基
に
し
て
お
り
、

二
十
一
世
紀
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

丹
波
市
青
垣
町
を
舞
台
に
、
大

学
と
自
治
体
、
専
門
家
集
団
が

協
働
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
交
流
型

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

イイメメーージジパパーースス（（北北側側かかららのの全全景景））

変
更
内
容
に
つ
い
て
は
、
�

計
画
予
定
地
を
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北

東
地
区
中
央
部
の
Ｂ
エ
リ
ア
か

ら
東
側
に
隣
接
す
る
Ｃ
エ
リ
ア

へ
移
転
、
�
敷
地
面
積
の
広
い

Ｃ
エ
リ
ア
へ
の
移
転
に
よ
り
、

三
十
階
建
て
の
超
高
層
学
舎
か

ら
、
よ
り
規
模
的
に
拡
張
し
た

十
二
階
建
て
の
学
舎
へ
の
変

更
、
�
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
東
地
区

開
発
事
業
の
全
体
計
画
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
遅
延
に
よ
り
、
開
校

時
期
を
平
成
二
十
一
年
四
月
か

ら
平
成
二
十
二
年
四
月
へ
変

更
、
�
少
子
化
で
園
児
の
確
保

に
悩
む
既
存
の
幼
稚
園
へ
の
影

響
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
新

キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
の
全
体
計
画

の
中
で
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
幼
稚
園

開
設
を
断
念
し

た
こ
と
、
の
四

点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
計

画
変
更
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ

も
前
述
し
た
教
育
・
研
究
環
境

の
向
上
と
地
域
環
境
へ
の
配
慮

か
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
変

更
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
予
定
地
の
土
壌
汚
染
に
つ

い
て
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に

基
づ
く
土
壌
浄
化
対
策
を
平
成

十
九
年
五
月
末
に
完
了
し
、
土

壌
汚
染
対
策
法
の
指
定
区
域
が

平
成
十
九
年
七
月
六
日
に
解
除

さ
れ
た
。

「
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基

本
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
以
上

の
変
更
を
除
い
て
は
、
基
本
的

に
変
わ
っ
て
は
お
ら
ず
、
二
棟

方
式
の
校
舎
棟
と
体
育
・
厚
生

棟
の
中
に
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
大
学

院
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
ほ
か
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
体
育
館

（
講
堂
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
プ
ー

ル
に
加
え
、
防
災
セ
ン
タ
ー
や

災
害
時
緊
急
用
備
蓄
庫
な
ど
の

施
設
が
入
る
予
定
で
あ
る
。

「
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
」は
、

高
槻
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
寄
与
し
、
地
域
や
環
境

に
貢
献
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば

「
社
会
貢
献
型
都
市
キ
ャ
ン
パ

ス
」
で
あ
る
。
ま
た
、
同
一
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
前
述
の
学
校
す

べ
て
が
位
置
す
る
と
い
っ
た
好

立
地
を
活
か
し
て
、
新
た
な
コ

ン
セ
プ
ト
の
小
中
高
一
貫
教
育

を
実
施
し
、
幅
広
い
視
野
と
高

度
に
調
和
し
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
有
し
た
人
材
の
育
成
を
め
ざ

す
。
大
学
お
よ
び
大
学
院
に
つ

い
て
は
、「
安
全
」「
防
災
」「
危
機

管
理
」を
取
り
扱
う
学
部
、研
究

科
の
開
設
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
、「
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス

の
基
本
構
想
」
の
具
体
的
な
内

容
が
確
定
し
た
段
階
で
、
改
め

て
公
表
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

で
も
情
報
を
発
信
す
る
予
定
で

あ
る
。

イイメメーージジパパーースス
（（南南側側かかららのの俯俯瞰瞰））

�高槻新キャンパスの概要�
所在地：
大阪府高槻市古曽部町２丁目
（ＪＲ高槻駅北東地区内）

交通アクセス：
ＪＲ高槻駅から徒歩約５分、
阪急高槻市駅から徒歩約１０分

敷地面積：約１８，０００�
建築面積：約７，０００�
延床面積：約５３，０００�
校舎棟：
地上１２階・地下１階（高さ５９ｍ）

体育・厚生棟：
地上５階・地下１階（高さ２８ｍ）

その他の施設：
グラウンド、駐車場５０台、駐輪
場１２０台、防災用備蓄庫

文
部
科
学
省
が
募
集
し
た
平

成
十
九
年
度
標
記
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
本
学
か
ら
申
請
し
た
「
映

像
教
材
を
活
用
し
た
総
合
的
法

実
務
教
育
の
実
施
」
が
採
択
さ

れ
た
。
本
年
度
は
、
全
体
で
百

八
件
の
申
請
が
あ
り
、
三
十
八

件
が
選
ば
れ
た
。

�
取
組
内
容

本
取
組
は
、
法
科
大
学
院
に

お
け
る
法
実
務
教
育
を
よ
り
体

系
的
に
行
う
た
め
、
事
件
の
経

過
を
映
像
教
材
化
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

教
材
を
作
成
し
、
そ
れ
を
活
用

し
た
法
実
務
総
合
演
習
を
実
施

す
る
。
教
材
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
紛
争

当
事
者
の
聞
き
取
り
場
面
、
争

訟
過
程
に
お
け
る
対
応
の
選
択

を
問
う
場
面
、
必
要
な
文
書
作

成
を
促
す
場
面
を
設
け
、
法
的

紛
争
処
理
の
流
れ
を
擬
似
的
に

体
験
し
つ
つ
、
総
合
的
か
つ
実

践
的
な
法
実
務
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
科
学
省
が
募
集
し
た
平

成
十
九
年
度
標
記
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、本
学
か
ら
申
請
し
た「
広
が

れ
�
学
生
自
立
型
ピ
ア
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
〜
関
西
大
学
で
育
む

二
十
一
世
紀
型
学
生
気
質
〜
」

が
採
択
さ
れ
た
。
本
年
度
は
、

全
体
で
二
百
七
十
二
件
の
申
請

が
あ
り
、七
十
件
が
選
ば
れ
た
。

�
取
組
内
容

本
取
組
は
、
関
西
大
学
の
学

生
が
豊
か
な
人
間
力
を
備
え
る

こ
と
で
、
本
学
独
自
の
学
生
文

化
（
学
生
が
主
体
性
を
も
っ
て

構
築
す
る
大
学
環
境
）
を
育

み
、
二
十
一
世
紀
の
知
識
基
盤

社
会
を
支
え
る
人
材
と
し
て
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
な
「
社
会

人
基
礎
力
」
を
修
得
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
新
た
な
取
組

と
し
て
、
全
学
レ
ベ
ル
で
「
学

生
が
求
め
る
学
生
支
援
を
学
生

が
実
践
す
る
」
す
な
わ
ち
「
学

生
総
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
体
制
」

を
開
始
し
、
た
と
え
ば
四
月
に

は
新
入
生
を
対
象
と
す
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
・
実

施
す
る
な
ど
、
学
生
の
自
立
し

た
意
識
と
行
動
力
を
育
て
る「
ピ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」創
出
を
め

ざ
す
。
平
成
二
十
年
度
か
ら
実

施
の「
全
学
共
通
教
育
」の
改
革

趣
旨
と
も
連
動
し
て
、新
た
に

「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座
」を

開
講
し
、「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
」

の
資
格
認
定
を
行
っ
て
い
く
。

九
月
十
八
日
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
百
周
年
記
念
会
館
に
お

い
て
、
十
時
か
ら
春
学
期
卒
業

式
・
学
位
（
修
士
・
専
門
職
）

記
授
与
式
が
、
十
一
時
か
ら
学

位
（
博
士
）
記
授
与
式
が
、
ま

た
十
三
時
か
ら
秋
学
期
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
た
。

今
期
の
学
部
卒
業
生
は
百
五

十
八
人
、
大
学
院
博
士
課
程
前

記
課
程
修
了
生
は
七
人
、
専
門

職
学
位
課
程
修
了
生
は
八
人
。

ま
た
、
総
合
情
報
学
部
秋
学
期

入
学
生
は
外
国
人
留
学
生
二

人
、
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後

期
課
程
入
学
生
は
一
人
で
あ
っ

た
。

（
学
長
課
）

関
西
大
学
と
丹
波
市
は
、
七
月
九
日
に
包
括
的
な
連
携
を

行
う
協
定
を
締
結
し
た
。
今
回
の
連
携
協
定
は
、
昨
年
十
月

に
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
が
丹
波
市
を
対
象
と
し
て
行
っ

た
設
計
競
技
「
美
し
く
ま
ち
を
つ
く
る
、
む
ら
を
つ
く
る
」

に
お
い
て
、
本
学
学
生
の
提
案
が
丹
波
市
長
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。
今
後
は
、
こ
の
提
案
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
活
動
等
を
通
じ
、
地
域
住
民
と
の
交
流
お
よ
び
各
分
野

で
の
連
携
を
深
め
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
大
学
の
教
育

研
究
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

（
学
長
課
）

本
学
は
学
生
、
教
職
員
を
は

じ
め
す
べ
て
の
大
学
構
成
員
の

人
権
意
識
を
高
め
、
理
解
を
深

め
る
助
け
と
な
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
毎

年
春
季
と
秋
季
の

二
回
開
催
し
て
い

る
人
権
啓
発
行
事

が
あ
る
。

今
年
度
秋
季
行

事
は
下
記
の
と
お

り
二
つ
の
テ
ー
マ

で
開
催
す
る
。
一

つ
は
、
六
月
に
辞

任
し
た
久
間
元
防

衛
相
の
発
言
が
国

民
、
被
爆
地
の
市

民
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
、
も
う

一
つ
は
、
本
学
総

合
情
報
学
部
学
生
も
被
害
に
遭

っ
た
「
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
列
車
事

故
」
等
、
大
規
模
事
故
の
被
害

者
の
人
権
に
つ
い
て
、
講
演
を

予
定
し
て
い
る
。

講
演
の
概
要
は
、
事
前
に
各

学
部
学
舎
な
ど
に
配
置
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
『
人
権
を
考
え

る
』
に
紹
介
し
て
い
る
。
多
数

の
来
聴
を
期
待
し
て
い
る
。

（
副
学
長

芝
井

敬
司
）

共
同
申
請
で
２
件
の
採
択

１
	
文
部
科
学
省
の
平
成
十
九

年
度『
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ

ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
』に
、関
西
学
院
大
学
・
同

志
社
大
学
・
立
命
館
大
学
と
共

同
で
申
請
し
た
「
団
塊
世
代

が
活
躍
す
る
た
め
の
地
域
貢

献
型
社
会
起
業
家
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」が
採
択
さ
れ
た
。

２
	
文
部
科
学
省
の
平
成
十
九

年
度
『
専
門
職
大
学
院
等
教

育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
、

明
治
大
学
・
青
山
学
院
大
学

・
中
央
大
学
・
獨
協
大
学
・

同
志
社
大
学
・
法
政
大
学
・

関
西
学
院
大
学
・
國
學
院
大

学
・
名
古
屋
大
学
・
専
修
大
学

・
東
洋
大
学
・
立
命
館
大
学
と

共
同
で
申
請
し
た
「
全
国
法

曹
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」が
採
択
さ
れ
た
。

薬
物
追
放
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施

学
生
セ
ン
タ
ー
「
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
二
〇
〇
七
〜
快
適
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
お
く
る

た
め
に
〜
」
の
一
環
と
し
て
、

九
月
二
十
五
日
（
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
）、
二
十
六
日
（
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
）
の
両
日
「
薬
物
追

放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

た
。総
合
図
書
館
前
（
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
Ａ

棟
前
（
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
）
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

ー
を
配
置
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
、
薬
物
標
本
の

展
示
な
ど
、
薬
物
乱
用

防
止
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
に
多
く
の
学
生
が
集

っ
た
。

秋
田

鴻
之
助
（
あ
き
た
・

こ
う
の
す
け

�
名
誉
教
授

・
元
工
学
部

教
授
）

平
成
十
九
年
九
月
二
十
九

日
に
死
去
。
八
十
九
歳
。
昭

和
十
七
年
大
阪
帝
国
大
学
工

学
部
電
気
工
学
科
卒
業
。
四

十
二
年
十
月
本
学
工
学
部
着

任
。
平
成
元
年
三
月
定
年
退

職
。
同
年
四
月
名
誉
教
授
。

四
年
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
受

章
。
専
門
は
電
気
工
学
。

講演テーマ 「久間発言と核兵器廃絶」
講師 ジャーナリスト、財団法人広島平和

文化センター前理事長 齊藤忠臣氏
日時 １１月１２日（月）１３：００～１４：３０
場所 千里山キャンパス尚文館マルチメデ

ィアＡＶ大教室
高槻キャンパスＴＤ１０６教室
（映像中継）

講演テーマ 「大規模事故の被害者と歩ん
で―災害被害者の人権を考える―」

講師 弁護士 佐藤健宗氏
日時 １１月２０日（火）１３：００～１４：３０
場所 高槻キャンパスＴＥ１０１教室

「キャラバンカー」に集う学生

春
学
期
卒
業
式
・
学
位（
修
士
・
専
門
職
・

博
士
）記
授
与
式
・
秋
学
期
入
学
式
を
挙
行

高高槻槻新新キキャャンンパパスス構構想想
計計画画をを一一部部変変更更

秋の人権啓発行事

「久間発言の影響」

「災害被害者の人権」

テーマは

兵兵
庫庫
県県
丹丹
波波
市市
とと
連連
携携
協協
定定

『
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
』（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）
に
採
択

文
部
科
学
省
Ｇ
Ｐ
等

広
が
れ
�
学
生
自
立
型
ピ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択

『
専
門
職
大
学
院
等
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
採
択

『
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
採
択

映
像
教
材
を
活
用
し
た
総
合
的
法
実
務
教
育
の
実
施

関
西
大
学
Ｅ
Ｕ
―
―

日
本
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

訃

報

『
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

（
現
代
Ｇ
Ｐ
）
に
採
択

農
山
村
集
落
と
の
交
流
型
定
住
に
よ
る
故
郷
づ
く
り

平成１９年（２００７年）１０月１２日第 ３４７ 号（３）



私の所属する文学部総合人文学科芸術学美術史専
修では、絵画や彫刻、建築などといったさまざまな
芸術作品を題材とし授業・研究を行っている。
ふだん授業ではスライドなど

といった視覚教材を用いて講義
が行われているが、そうした講
義の一環として、実際の芸術作
品を生で見るために美術館や博
物館に足を運ぶことがある。
「実際の芸術作品を目の当た

りにし、その場で先生の説明・
解説を聞く」
この行為から得られる知識や

関心は実に有意義なものである。
なぜなら、ふだんの講義では視覚教材として、スラ
イドやビデオなど作品を人為的にある一定の角度か
ら切り取った媒体を介して鑑賞するため、作品鑑賞
の視点が一つとなり、自ずから、与えられる知識を

ただ受動的に受け取りがちになる。それに対して実
物を前にすると、自分なりの見方で能動的にその芸
術作品を鑑賞することができ、今までとは違ったさ
まざまな視点を得、そこからさまざまな疑問を見い
だすことができるからである。

そして、そうして生まれた疑問
は、その場で先生にすぐ質問し、
答えや解決の糸口を見いだして
もらうことで、薄れることなく記
憶に残り、知識として定着してい
く。それが、さらなる興味・関心
の種となり、授業や研究において
さらに学びを深めるための土台
となっていくのである。
このように、大学の教室内だけ

でなく学外に飛び出し、実際の、
実物の世界を学びの場としていくことで、受動的な
学習ではなく、能動的な、積極性のある学習を実現
することができる。私は、これからさらにこういっ
た、学外での学びの機会が増えればと思っている。

生で見る芸術作品
研究の土台に

文学部２年次生　安丸 茉佑さん

私はゼミの活動の一環で、商店街の活性化をめざ
し商店街でのイベントの企画・運営をしている。月
に一度、尼崎商店街で「三和市」というイベントが
あり、母の日や父の日、ハロウィーンなどにちなん
で自分たちで企画したイベントを行っている。５月
と６月の母の日、父の日には、ある企業にスポンサ
ーになってもらい抽選会を、７月には商店街のお店
にスポンサーになってもらい、商店街オリジナルの
宝くじを企画した。８月には夜市があり、屋台を出
した。その他にも、関大前の商店街やJR吹田の商
店街についても『どんな店が流行るのか』というテ
ーマで調査を行ったりした。
このゼミの活動では、紙の上での勉強ではなく実

際に自分たちで行動でき、毎回貴重な体験をさせて
もらっている。普段なかなか経験できないことだか
らこそ、とても新鮮で楽しい。
そして、ゼミ生のみんなで話し合って企画を練り、

自分たちでその企画を運営する過程で多くのことを

学ぶことができる。自分たちの考えた企画が通った
時は素直にうれしい。しかし、いつもそのまま企画
が通るわけではなく、理想と商店街側の現実にギャ
ップがあり企画の難しさを感じたこともたびたびあ
る。ただ単に商店街活性化といっても、多くのこと
を考慮した上で企画を考えなければならない。そう
いった問題をふまえて、この活動が今後の自分にプ
ラスの経験となるよう、引き続き頑張っていきたい。

商店街の活性化
考え、動かす

商学部３年次生　池本 結美さん

ビデオカメラを片手に取材用のメモ帳を握り締
め、私たちが向かった先は東大阪市にある恩智川。私
たちのゼミでは、東大阪ケーブルテレビと一緒に番
組制作活動に取り組んだ。
４班に分かれ、それぞれ東大阪で取り上げたいテ

ーマを探してきて取材に行く。番組の企画書立案、取

材、インタビュー、編集に至るまで、すべて全く経験
のないところからのスタートだった。そして私たち
の班が選んだテーマは、恩智川のクリーンアップ活
動にボランティアで取り組んでいる人びとの取材だ
った。
今回の取り組みで特に強く感じたことが三つあ

る。一つ目は、番組制作の裏側では、実際に放映され
る何十倍、何百倍もの時間が費やされ、会話が交わさ
れているということ。二つ目は、取材から編集までの
流れで、「一番伝えたいことは何か」、「視聴者の目線
で見た時にどのように伝わるか」ということを常に
考えなければならないということ。三つ目は、現場で
取材をするにあたって、お互いが伝えたいことの相
互理解、取材先の人たちとの信頼関係が特に大切で
あるということである。
素人の学生が作ったほんの６分程度の短い番組で

はあるが、近々放映されることが決まっている。カメ
ラワークにしても、ナレーションにしても、お世辞で
もうまいとは言い難い。しかし、私たちがその６分間
に掛けた情熱は、きっと人生の糧となるだろう。

CATV番組制作
６分間に情熱

社会学部４年次生　清水 愛さん

私のゼミでは、「自分たちのメディアをデザインす
る」という今年度のゼミテーマに合わせて、ウェブサ
イトや案内冊子などを作成し、「総合情報学部につい
て発信する」という活動を行っている。
私の担当は、その中の冊子作

り。11月に行われるオープン
キャンパスで高校生や保護者
に配布できることを目標とし、
作成に取り組んでいる。冊子で
は、授業や施設、ゼミなどの紹
介はもちろん、それ以外にも、
より総合情報学部に興味を持
ってもらえるように、普段学生
がよく行く高槻駅周辺のオス
スメのお店を紹介したり、クラ
ブ活動・サークル活動などに積極的に参加して、充実
した大学生活を送っている学生を紹介したりもして
いる。

高槻のお店紹介では、取材の承諾や写真撮影の許
可をもらう時に、従業員の人たちの反応がとても不
安だった。しかし、話をすると、そのお店にアルバイ
トとして総合情報学部生が働いていたり、お客とし
てよく来ていたりすることから、快く受け入れても
らえた。この活動を通して総合情報学部生と高槻の

地域の人びととの繋がりを感
じることができた。
クラブやサークルで頑張っ

ている学生の紹介は、友だち
に取材を依頼した。取材を通
して、陰での努力やクラブや
サークルに対する熱い思いな
どを知ることができ、普段友
だちとしてでは知り得なかっ
た一面を発見できた。
今回、この冊子作りに協力

してもらった人びとのために、そして、総合情報学部
をもっと認知してもらうためにも、この冊子作りを
頑張って成功させたいと思う。

取材で実感
地元との繋がり

総合情報学部３年次生　越智 奏子さん

私は制御工学研究室に所属している。私が行って
いる研究は、「ハンドル式電動車いすの改善」である。
ハンドル式電動車いすは、ハンドル操舵とアクセル
レバーのＯＮ、ＯＦＦで運転することができ、比較的
容易に操作できる。また、道路交通法では歩行者とし
て扱われ、歩道の走行が可能であり、運転するために
特別な資格の必要がないため気軽に利用できる。し
かし、従来の車いすよりも、車体の大型化や構造上の
問題で旋回半径が大きくなってしまい旋回が困難と
なることがある。そのため現在は、いかに旋回半径を
小さくできるかということに重点をおいて研究をし
ている。
今年の４月に行われた「バリアフリー2007」と

いう総合福祉展示会に、制御工学研究室として参加
し、私たちが研究しているハンドル式電動車いすを
展示した。企業関係者、福祉関係者、もちろん福祉機
器の利用者と、多くの人びとの来場を得た。そこで感
じたのは、相手に伝える難しさである。研究室で日常

的に使っている言葉では、一般の人には理解できな
い言葉もあり、訪れたすべての人びとに仕組みを理
解してもらうのに大変苦労した。しかし、福祉機器利
用者の生の声を聞くことができたこと、訪れた人び
とから研究に対するアドバイスをもらったりと、大
変貴重な経験となった。この経験を生かし、日々研究
に取り組んでいる。

展示会で得た
利用者の声

工学部４年次生　豊田 竜也さん

学外活動の良いところは、たくさんの人と出会え
ることだ。そしてその人たちにとって私たちは「建築
の専門家」であり、時には突
拍子も無い質問をされたりも
する。建築を知らない人たち
と会話を交わすことは表現力
を豊かにすることだけでな
く、自分自身の建築に関する
理解を深めることができる。
2007年3月25日、マグニ

チュード6.9の能登半島沖地
震が発生した。
私は、所属している研究室

の西澤先生が門前町にある瀬
戸邸の修復事業に参加している関係で、地震から3
カ月経った被災地へ足を運んだ。瀬戸邸は地盤の変
状により、崩壊寸前までの被害を受けたと考えられ
ている。この修復事業は私たちだけでなく、伝統技能

者や他大学等の協力のもと進められており、復旧工
事だけでなく調査研究も同時に行われている。私た
ちの研究室では、“伝統建築の耐震性と保存”につい
て研究しており、今回、地震の被害調査だけでなく、

被災した伝統家屋の復旧を支
援している。
3カ月経過した被災地は、す

でに解体されて更地となって
いるところも目立つが、多くの
伝統木造家屋が建っていた。そ
れは大地震で被災した場所と
は思えない程、伝統家屋が多く
残っていた。伝統木造は地震に
弱いという風説が流れ、被災し
た建物は解体されることが多
い。だが、実際は地震に耐え、被

災し傾いた建物でも修復することが可能である。私
は、実際に被災地の被害状況を目の当たりにし、木造
建築のすごさを実感した。このことも実際の現場で
しか得ることができないと思っている。

現場が教えて
くれること

工学部４年次生　安居 美幸さん

現在、“格差社会”という言葉が話題にのぼって
いる。私が所属するゼミでは、地域と都市の格差問
題について注目し、「地域興し」としてのまちづく
りを学習している。
第１回目のフィールドワークでは、『THE・FUSHIMI』

という地域雑誌の編集を担当する望月斐加さんの案
内により、京都伏見のまちづくりを体験した。伏見は、
「港町・宿場町・城下町・酒蔵のまち」として知られ、ヒ
ト、モノが往来するターミナルとしての役割を担って
いた。そのため、貴重な歴史、文化を持つ建物が大切
に保護されている。しかしそれでは、見て楽しむだけ
であって、「宝の持ち腐れ」となってしまい、伏見という
まちを肌で体験できない。そこで、地域、企業の人た
ちが立ち上がり、「地域資源を生かしたまちづくり」を
実施することとなった。昔ながらの酒蔵を飲食店やお
土産処などに改築し、観光客が足を運びやすくした。
また、坂本龍馬ゆかりの寺田屋にも実際に宿泊できる。
そして商店街も当時の風景を再現するために、白

壁、土佐杉、ガス灯風街路灯などを整備した。伏見
は、“地域の人たちが住みやすいまち”を根本におき、
その土地の特徴を生かして、まちを活性化させよう
としている。ただ観光地にするのではなく、住民を
も大切にしたまちづくりをめざしているのだ。
私たちは、各地のまちづくりを実際に体験し、まち

づくりの特徴や問題点について、ゼミの時間で発表し、
レポートにまとめている。市民に直接話を聴き、その
まちのまちづくりを学び、またどのような取り組みが
適しているかについて、これからも勉強していきたい。

まちづくりの
「現場」を学ぶ

政策創造学部１年次生　松永有紗佳さん

ひらひらと優雅に空中を舞い、私たちに憧れとい
う感情さえ覚えさせるチョウ。みなさんは普段どう
いった視点からチョウという生き物を見ているのだ
ろうか。私の場合、おそらくみなさんとは少し違った
視点からもチョウとい
う生き物を捉えている。
原始的な自然環境が、

私たち人間の活動によ
って、農村、さらに都市
環境へと変化するに従
い、そこに棲息するチョ
ウの種類と優占順位は
変化していく。そこに注
目すれば、チョウという
生き物をとおして、ある
地域の自然環境が人間
活動にどの程度影響を受けているか評価することが
可能となるのである。私は、実際に吉田宗弘教授とと

もに汗を流し、大学キャンパス、都市緑地、および里
山を対象にチョウ類群集に関するトランセクト調査
を行っている。生息密度、多様度指数、およびその他
の生態学的環境指数をコンピュータを用いて計算
し、都市の自然環境を評価するシステムを確立する
ことが目的だ。チョウという目に見える存在による
評価は、機器を用いた物理化学的な環境評価よりも
人びとの実感に近いものになると信じている。
さて、チョウという生き物の見方に変化はあった

だろうか。自然との共存を望むからこそ、自然から送
られているシグナルに敏感でなくてはならない。自
然への尊敬を忘れる事の無きよう。

都市に住むチョウ
何を知らせる？

工学部４年次生　石井 佑磨さん

「専門演習」r担当：三谷　真商学部准教授q

「卒業研究」r担当：大西正曹社会学部教授q

「専門導入ゼミ１」r担当：橋口勝利政策創造学部専任講師q

「特別研究」r担当：倉田純一システム理工学部准教授q

「特別研究」r担当：吉田宗弘化学生命工学部教授q「専門演習」r担当：喜多千草総合情報学部准教授q

「特別研究」r担当：西澤英和環境都市工学部准教授q

「日本及東洋美術史」r担当：長谷洋一文学部教授q

芸術作品を前に能動的に学ぶ
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里山のチョウ

ウラナミアカシジミ ミズイロオナガシジミ

（４）平成１９年（２００７年）１０月１２日第 ３４７ 号（５）
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新刊の新刊の�新刊の�

支出超過△76,603円�

1　（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の決算
額を、科目ごとにそれぞれ学生数29,828人（大学院・
学部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除し
て、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものです。�

2　「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、
図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返
済、または、将来取得するのための積立金などの主
として資本的支出に充てる額です。�

一人当たり支出計　1,517,051円�

教育研究経費（33.4％）506,695円�

その他（5.6％）84,955円�

人件費（42.6％）646,264円�

一人当たり収入計　1,440,448円�

基本金組入額（18.4％）279,137円�

補助金（9.6％）138,283円�

その他（9.1％）131,081円�

学生生徒等納付金（73.5％）1,058,729円�

手数料（7.8％）112,355円�
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二
十
一
世
紀
は
知
識
基
盤

社
会
で
あ
り
、
新
た
な
知
の

創
造
、
継
承
、
活
用
が
社
会

の
発
展
の
鍵
と
な
る
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
本
学
が
魅

力
的
な
大
学
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
教
育
研
究
の
質
的

向
上
を
図
り
、
学
生
生
活
の

支
援
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
資
源
と
活
力
を
結

集
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

「
強
い
関
西
大
学
」
の
構
築

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

学
部
教
育
の
改
革

学
部
教
育
に
お
い
て
は
、
大

学
の
使
命
で
あ
る「
教
育
」、「
研

究
」、「
社
会
貢
献
」
の
実
現
の

た
め
、
絶
え
間
な
い
教
育
改
革

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
大
学
教

育
職
員
の
増
員
等
に
よ
る
人
的

基
盤
の
強
化
、
さ
ら
な
る
学
部

再
編
の
検
討
、
学
部
か
ら
大
学

院
へ
の
五
年
一
貫
教
育
の
推

進
、
各
学
部
に
お
け
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
見
直
し
、
法
科
大
学

院
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
専
門

職
大
学
院
の
設
置
な
ど
、
多
様

な
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

の
充
実
策
を
次
々
と
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学

省
の
補
助
金
事
業
で
あ
る
大
学

教
育
改
革
事
業
、
私
立
大
学
学

術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
を
は

じ
め
と
し
た
外
部
資
金
に
対
し

積
極
的
な
申
請
を
行
い
、
そ
の

実
績
は
私
立
大
学
の
中
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
っ
て
い
ま

す
。学

習
環
境
お
よ
び

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
整
備

第
一
学
舎
一
号
館
の
建
替
、

第
二
学
舎
二
号
館
建
替
の
検

討
、
第
四
学
舎
三
号
館
の
建
築

お
よ
び
二
号
館
の
改
修
、
総
合

研
究
室
棟
の
建
築
、
千
里
山
北

広
場
の
造
成
な
ど
、
快
適
な
学

生
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
学

習
環
境
お
よ
び
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

整
備
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。「

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
採
択

平
成
十
九
年
度
、
本
学
か
ら

申
請
し
た
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交

渉
学
の
教
育
研
究
拠
点
形
成
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
文
部
科
学
省

の
研
究
拠
点
形
成
補
助
金
事
業

「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
家
事
業
と
し
て
、
国

際
的
に
卓
越
し
た
大
学
院
の
教

育
研
究
拠
点
形
成
の
た
め
に
重

点
的
な
支
援
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
私
立
大
学
で
は
本
学

を
含
め
四
校
の
み
と
い
う
狭
き

門
で
あ
り
、
こ
の
結
果
は
「
研

究
に
強
い
関
西
大
学
」
の
証
と

い
え
ま
す
。

学
生
サ
ポ
ー
ト
の
強
化

本
学
で
は
、
学
生
と
教
員
と

の
双
方
向
に
よ
る
学
習
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
新
た
な
学
生

支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
検
討

な
ど
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
き
め
細
や
か
な
学
生
サ

ポ
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
の
教
務

セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
り
窓
口
業

務
を
一
元
化
さ
せ
、
学
生
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
と
と
も
に
、

授
業
支
援
お
よ
び
研
究
支
援
な

ど
に
つ
い
て
更
な
る
サ
ー
ビ
ス

の
進
展
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
関
大
」
と
し

て
の
一
層
の
躍
進
を
期
し
て
、

「
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
施
設
設
備
の
充

実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

進
路
・
就
職
サ
ポ
ー
ト

の
強
化

本
学
で
は
、
下
位
年
次
か
ら

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
す
仕
組
み

を
整
備
・
充
実
さ
せ
、
学
生
自

ら
が
将
来
設
計
を
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
啓
発
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
資
質
の
養
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、「
総
合
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
構
想
」
な
ど
キ

ャ
リ
ア
支
援
の
推
進
を
図
り
ま

す
。グ

ロ
ー
バ
ル
化

へ
の
対
応

本
学
で
は
、
協
定
大
学
の
拡

充
や
多
様
な
国
際
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
国
際
的
な
舞
台
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

表
２
は
、
本
学
の
財
政
状
況

を
、
平
成
十
八
年
度
消
費
収
支

決
算
に
基
づ
き
、
学
生
生
徒
等

一
人
当
た
り
の
支
出
と
収
入
と

し
て
み
た
も
の
で
す
。

支
出
面
で
は
、
財
政
的
な
展

望
に
裏
打
ち
さ
れ
た
中
長
期
総

合
事
業
構
想
を
策
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
計
画
的
・
持
続
的
な

本
学
の
発
展
を
図
り
、
そ
の
実

施
に
あ
っ
て
は
、
内
容
を
厳
し

く
見
直
し
、
経
費
削
減
を
は
じ

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

必
要
最
小
限
の
支
出
で
最
大
限

の
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
合
理

化
・
効
率
化
を
推
し
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
収
入
面
で
は
、

学
費
依
存
率
を
低
く
抑
え
る
べ

く
、
国
庫
補
助
金
や
競
争
的
資

金
等
の
積
極
的
な
獲
得
、
保
有

資
産
の
有
効
活
用
、
寄
付
募
集

の
展
開
、
企
業
と
の
連
携
、
事

業
収
入
の
拡
充
な
ど
可
能
な
限

り
の
自
助
努
力
を
行
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
昨
今
、
本
学
は
、
競

争
的
環
境
を
勝
ち
抜
き
、
社
会

的
な
要
請
に
応
え
る
た
め
、
先

に
記
し
た
事
例
を
は
じ
め
と
し

た
教
育
・
研
究
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
諸
改
革
を
強
力
に

推
進
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う

施
設
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
の

重
要
性
か
ら
、
積
極
的
な
財
政

支
出
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
単
年
度
の
収
支
と
し
て

は
、
学
生
生
徒
等
一
人
当
た
り

七
万
六
千
六
百
三
円
の
支
出
超

過
と
な
る
状
況
で
す
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ま
で
の
累
積
で
あ
る

平
成
十
八
年
度
末
の
翌
年
度
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
は
約
六
十

三
億
円
と
い
う
大
変
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
学
の
状
況
を

踏
ま
え
、
今
日
の
経
済
・
社
会

情
勢
、
本
学
の
財
政
予
測
、
学

費
の
社
会
的
水
準
な
ど
を
十
分

に
考
慮
し
慎
重
に
検
討
い
た
し

ま
し
た
結
果
、
や
む
を
得
ず
、

平
成
二
十
・
二
十
一
年
度
学
部

入
学
生
の
学
費
を
表
１
の
と
お

り
改
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

本
来
、
学
費
は
高
等
教
育
の

機
会
均
等
と
い
う
社
会
的
責
任

か
ら
極
力
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
学
費
改

定
幅
は
極
力
抑
制
し
た
も
の
と

し
つ
つ
、
奨
学
金
制
度
の
一
層

の
充
実
な
ど
に
も
努
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
措

置
は
、
本
学
が
私
立
大
学
と
し

て
の
存
在
意
義
を
全
う
す
る
と

と
も
に
、
競
争
と
評
価
が
求
め

ら
れ
る
厳
し
い
時
代
を
本
学
が

成
熟
・
飛
翔
す
る
た
め
の
好
機

と
し
、
入
学
生
、在
学
生
、卒
業

生
の
み
な
さ
ま
が
母
校
と
し
て

誇
り
と
す
る「
強
い
関
西
大
学
」

を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

学
校
法
人

関
西
大
学

○
文
学
部
教
授

澤
井

繁
男
著

『
教
育
パ
パ
血
風
録
』

（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
・
日
外
ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
・
定
価
千
六
百
八
十
円
�
税

込
�
）

『
か
ら
だ
、
不
可
解
な
り
』

（
平
成
十
九
年
六
月
二
十
五
日
・
日
外
ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
・
定
価
千
九
百
八
十
円
�
税

込
�
）

『「
烏
の
北
斗
七
星
」
考
』

（
平
成
十
九
年
七
月
十
日
・
未
知
谷
・
定

価
千
六
百
八
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

木
岡

伸
夫
著

『
風
景
の
論
理
―
沈
黙
か
ら
語
り
へ
―
』

（
平
成
十
九
年
七
月
二
十
日
・
世
界
思
想

社
・
二
千
四
百
十
五
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

竹
内

洋
著

『
大
学
と
い
う
病

東
大
紛
擾
と
教
授
群

像
』

（
平
成
十
九
年
七
月
二
十
五
日
・
中
央
公

論
新
社
・
定
価
九
百
八
十
円
�
税
込
�
）

○
可
視
化
情
報
学
会

◆
可
視
化
情
報
学
会
第
十
八
期
学
会
賞（
論

文
賞
）

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
専
任
講
師田

地
川

勉

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
授

大
場

謙
吉

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
二

樋
口

勝
啓

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
二

榊
原

千
礼

（
平
成
十
九
年
七
月
二
十
四
日
）

○
在
大
阪
・
神
戸
オ
ラ
ン
ダ
王
国
総
領
事
館

／
ベ
ル
ギ
ー
フ
ラ
ン
ド
ル
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
「
第
一
回
オ
ラ
ン
ダ
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ

最
優
秀
賞
」

大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究
科
Ｄ
三

鈴
木

義
孝

（
平
成
十
九
年
七
月
二
十
九
日
）

○
大
阪
府
・
大
阪
府
教
育
委
員
会

◆
大
阪
ス
ポ
ー
ツ
賞

文
学
部
四
年
次
生

�
橋

大
輔

（
平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日
）

【平成２０年度】 （単位：円）
納付総額
２６０，０００

２，９５６，０００
６４４，０００

３，８６０，０００
２６０，０００

２，９５６，０００
８８４，０００

４，１００，０００
２６０，０００

３，１９６，０００
６４４，０００

４，１００，０００
２６０，０００

３，７３０，０００
９９８，０００
３６０，０００

５，３４８，０００
２６０，０００

４，４５２，０００
９４３，０００
４００，０００

６，０５５，０００
（注）１ 入学金は、入学年度のみ徴収する。

２ ４年を超えて在籍する者の学費は、４年次の学費を適用する。
３ 文学部総合人文学科心理学専修においては、３年次および４年次に実験実習料をそれぞれ１０，０００円徴収する。

【平成２１年度】 （単位：円）
納付総額
２６０，０００

２，９７４，０００
６５６，０００

３，８９０，０００
２６０，０００

２，９７４，０００
８９６，０００

４，１３０，０００
２６０，０００

３，２１４，０００
６５６，０００

４，１３０，０００
２６０，０００

３，７４８，０００
１，０１０，０００
３６０，０００

５，３７８，０００
２６０，０００

４，４７５，０００
９５８，０００
４００，０００

６，０９３，０００
（注）１ 入学金は、入学年度のみ徴収する。

２ ４年を超えて在籍する者の学費は、４年次の学費を適用する。
３ 文学部総合人文学科心理学専修においては、３年次および４年次に実験実習料をそれぞれ１０，０００円徴収する。

４年次

７９９，０００
１７６，０００
９７５，０００

７９９，０００
２５６，０００
１，０５５，０００

８５９，０００
１７６，０００
１，０３５，０００

１，００５，０００
２６９，０００
９０，０００

１，３６４，０００

１，２０２，０００
２６２，０００
１００，０００
１，５６４，０００

４年次

７９９，０００
１７６，０００
９７５，０００

７９９，０００
２５６，０００
１，０５５，０００

８５９，０００
１７６，０００
１，０３５，０００

１，００５，０００
２６９，０００
９０，０００

１，３６４，０００

１，２０２，０００
２６２，０００
１００，０００
１，５６４，０００

３年次

７６５，０００
１７０，０００
９３５，０００

７６５，０００
２５０，０００
１，０１５，０００

８２５，０００
１７０，０００
９９５，０００

９６３，０００
２６０，０００
９０，０００

１，３１３，０００

１，１５１，０００
２４９，０００
１００，０００
１，５００，０００

３年次

７７４，０００
１７６，０００
９５０，０００

７７４，０００
２５６，０００
１，０３０，０００

８３４，０００
１７６，０００
１，０１０，０００

９７２，０００
２６６，０００
９０，０００

１，３２８，０００

１，１６３，０００
２５６，０００
１００，０００
１，５１９，０００

２年次

７２２，０００
１５８，０００
８８０，０００

７２２，０００
２３８，０００
９６０，０００

７８２，０００
１５８，０００
９４０，０００

９１１，０００
２４５，０００
９０，０００

１，２４６，０００

１，０８７，０００
２３０，０００
１００，０００
１，４１７，０００

２年次

７３１，０００
１６４，０００
８９５，０００

７３１，０００
２４４，０００
９７５，０００

７９１，０００
１６４，０００
９５５，０００

９２０，０００
２５１，０００
９０，０００

１，２６１，０００

１，０９８，０００
２３８，０００
１００，０００
１，４３６，０００

１年次
２６０，０００
６７０，０００
１４０，０００
１，０７０，０００
２６０，０００
６７０，０００
１４０，０００
１，０７０，０００
２６０，０００
７３０，０００
１４０，０００
１，１３０，０００
２６０，０００
８５１，０００
２２４，０００
９０，０００

１，４２５，０００
２６０，０００
１，０１２，０００
２０２，０００
１００，０００
１，５７４，０００

１年次
２６０，０００
６７０，０００
１４０，０００
１，０７０，０００
２６０，０００
６７０，０００
１４０，０００
１，０７０，０００
２６０，０００
７３０，０００
１４０，０００
１，１３０，０００
２６０，０００
８５１，０００
２２４，０００
９０，０００

１，４２５，０００
２６０，０００
１，０１２，０００
２０２，０００
１００，０００
１，５７４，０００

区分 ／年次
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合 計

区分 ／年次
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合 計
入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料
合 計

法・文（総合人文学
科初等教育学専修
以外）・経済・商・
社会学部

文学部
（総合人文学科初等
教育学専修のみ）

政策創造学部

総合情報学部

システム理工
・

環境都市工
・

化学生命工学部

法・文（総合人文学
科初等教育学専修
以外）・経済・商・
社会学部

文学部
（総合人文学科初等
教育学専修のみ）

政策創造学部

総合情報学部

システム理工
・

環境都市工
・

化学生命工学部

学
生
支
援
の

さ
ら
な
る
拡
充

充
実
し
た
教
育
・
研
究

の
た
め
の
基
盤
整
備

大大学学をを取取りり巻巻くく環環境境

本
学
の
財
政

表１ 平成２０年度および平成２１年度 学部入学生の学費

表２ 平成１８年度 消費収支決算における
「学生生徒等一人当たりの支出とこれを賄う収入」

ご
理
解
と
ご
協
力
を

（６）平成１９年（２００７年）１０月１２日第 ３４７ 号
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学学学学学学学
園園園園園園園
祭祭祭祭祭祭祭

学学学学学学学
園園園園園園園
祭祭祭祭祭祭祭

学学学学学学学学学学学学学学
園園園園園園園園園園園園園園
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

二
〇
〇
七
年
度
統
一
学
園
祭

の
日
程
が
十
一
月
一
日
（
木
）

か
ら
四
日
（
日
）
に
決
定
し

た
。テ

ー
マ
は
、「K

an
daful

days

（
カ
ン
ダ
フ
ル
デ
イ

ズ
）」。
学
園
祭
期
間
中
の
４
日

間
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
学

生
た
ち
の
手
に
よ
り
「
活
気
の

あ
る
」、「
す
ば
ら
し
い
」
空
間

に
し
よ
う
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

今
年
の
学
園
祭
も
模
擬
店
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
研
究
発
表
、
中
央
ス
テ
ー

ジ
企
画
、
講
演
会
と
楽
し
い
行

事
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い

る
。
三
日
目
に
は
、
こ
こ
数
年

好
評
で
あ
る
ラ
イ
ブ
が
中
央
体

育
館
で
行
わ
れ
、
今
年
は
現
在

活
躍
中
の
平
原
綾
香
さ
ん
が
出

演
す
る
予
定
で
あ
る
。
最
終
日

の
夕
方
に
は
、
学
園
祭
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
後
夜
祭
」

が
開
催
さ
れ
る
。
場
所
は
昨
年

と
同
じ
凜
風
館
前
の
「
悠
久
の

庭
」
で
、
大
勢
の
観
衆
の
来
場

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
校
友
や

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
心

か
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
学
園
祭
実
行
委
員
会
を
中

心
に
日
夜
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

（
学
生
生
活
課
）

政
策
創
造
学

部
で
は
、
大
学

生
活
は
じ
め
て

の
夏
休
み
を
む

か
え
る
一
年
次

生
の
合
宿
を
開

催
し
た
。
こ
の

合
宿
は
、
一
年

次
生
が
春
学
期

の
学
生
生
活
を

省
み
、
秋
学
期

か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
専
門
的

な
勉
学
へ
の
取
り
組
み
、
さ
ら

に
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
語
り
合
う
た
め
に
企
画

さ
れ
た
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
七

月
二
十
六
・
二
十
七
日
に
飛

鳥
文
化
研
究
所
・
植
田
記
念

館
で
学
生
四
十
七
人
、
教
職

員
十
四
人
が
参
加
し
、
第
二

グ
ル
ー
プ
は
七
月
二
十
八
・

二
十
九
日
に
百
周
年
記
念
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・
高
岳
館
で

学
生
二
十
九
人
、
教
職
員
十

一
人
が
参
加
し
た
。
第
一
グ

ル
ー
プ
で
は
米
田
文
孝
文
学

部
教
授
に
よ
る
講
演
会
（「
高

松
塚
・
キ
ト
ラ
古
墳
の
今
日
的

意
義
」）
を
開
催
し
、
米
田
教
授

と
大
学
院
学
生
の
案
内
に
よ
り

古
代
ロ
マ
ン
を
求
め
て
遺
跡
め

ぐ
り
を
行
っ
た
。
第
二
グ
ル
ー

プ
で
は
剣
道
師
範
（
八
段
）
で

あ
る
石
田
健
一
氏
に
よ
る
講
演

会
（「
私
の
剣
道
人
生
」）
を
開

催
し
、
本
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

に
お
い
て
、
体
育
会
部
員
学
生

の
協
力
を
得
て
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
を
楽
し
ん
だ
。

（
政
策
創
造
学
部
）

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

�
橋
大
輔
さ
ん
（
文
四
）
が

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｊ

Ｏ
Ｃ
）
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
シ
ン
ボ
ル
ア

ス
リ
ー
ト
の
契
約
を
結
ん
だ
。

契
約
期
間
は
平
成
十
九
年
七
月

一
日
か
ら
二
十
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
。
現
在
シ
ン
ボ
ル
ア

ス
リ
ー
ト
は
夏
季
競
技
の
七
人

と
合
わ
せ
て
九
人
と
な
っ
た
。

○
空
手
道
部

第
八
回
ア
ジ
ア
空
手
道
選
手

権
大
会
（
八
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
）
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
た
西
村
有
紗
さ
ん（
文

二
）
が
第
三
位
に
入
賞
し
た
。

○
サ
ッ
カ
ー
部

第
二
十
四
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
競
技
大
会
（
八
月
十
七

日
）
に
吉
村
修
平
さ
ん
（
文

四
）
が
選
出
さ
れ
、
日
本
が
メ

キ
シ
コ
代
表
と
の
五
位
―
六
位

決
定
戦
に
勝
利
し
て
、
五
位
入

賞
を
果
た
し
た
。

○
自
動
車
部

平
成
十
九
年
度
全
日
本
学
生

ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権
大

会
（
八
月
一
日
か
ら
七
日
）

で
、
山
本
信
彦
さ
ん
（
社
四
）

が
、
男
子
個
人
の
部
で
優
勝
、

男
子
団
体
の
部
で
も
二
位
を
獲

得
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年

度
全
日
本
学
生
ジ
ム
カ
ー
ナ
選

手
権
大
会
（
八
月
二
十
四
日
か

ら
二
十
六
日
）
で
、
大
畑
恵
里

奈
さ
ん
（
工
四
）
が
、
女
子
個

人
の
部
で
優
勝
し
た
。

○
射
撃
部

第
五
十
四
回
秋
季
全
関
西
学

生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会

（
九
月
五
日
か
ら
八
日
）
で
、

総
合
団
体
優
勝
を
果
た
し
た
。

○
水
上
競
技
部

浦
部
紀
衣
さ
ん
（
文
三
）
の

参
加
す
る
日
本
チ
ー
ム
が
、
第

二
十
四
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

競
技
大
会
（
八
月
十
三
日
）
で

は
、
女
子
四
百
�
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
に
お
い
て
優
勝
、
世
界
競

泳
二
〇
〇
七
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン（
八

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
）

で
は
、
女
子
四
百
�
お
よ
び
八

百
�
フ
リ
ー
リ
レ
ー
の
両
種
目

に
お
い
て
五
位
に
入
賞
す
る
な

ど
大
活
躍
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

同
じ
く
世
界
競
泳
二
〇
〇
七
イ

ン
ジ
ャ
パ
ン
に
お
い
て
、
矢
野

友
理
江
さ
ん
（
文
一
）
が
女
子

八
百
�
自
由
形
で
二
位
に
入

賞
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

が
平
成
十
九
年
度
西
日
本
学
生

選
手
権
大
会
（
八
月
十
二
日
）

で
、
名
城
大
学
を
二
十
七
対
二

十
五
で
破
り
、
三
十
八
年
ぶ
り

に
優
勝
を
果
た
し
た
。

○
ヨ
ッ
ト
部

関
西
ス
ナ
イ
プ
級
選
手
権
大

会
（
八
月
十
一
日
・
十
二
日
）

で
、
牟
田
口
洸
介
さ
ん
（
社

三
）
福
山
数
也
さ
ん
（
法
二
）

組
が
優
勝
し
、
木
山
典
彦
さ
ん

（
経
二
）
相
江
和
幸
さ
ん
（
経

二
）組
が
三
位
入
賞
を
果
た
し

た
。ま
た
、
関
西
学
生
ヨ
ッ
ト
個

人
選
手
権
大
会
（
八
月
十
八
日

・
十
九
日
）で
、牟
田
口
洸
介
さ

ん（
社
三
）福
山
数
也
さ
ん
（
法

二
）
組
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

○
陸
上
競
技
部

二
〇
〇
七
全
日
本
学
生
陸
上

競
技
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ（
九

月
七
日
か
ら
九
日
）
に
お
い

て
、
山
根
愛
以
さ
ん
（
社
一
）

が
女
子
三
段
跳
で
、
三
村
有
希

さ
ん
（
社
一
）
が
女
子
走
高
跳

で
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

ハンドボール部

本
学
学
生
交
換
協
定
大
学
の

う
ち
二
十
二
大
学
に
一
年
間
留

学
す
る
学
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
る
。
募
集
は
春
と
秋

の
年
二
回
実
施
し
て
お
り
、
英

語
お
よ
び
中
国
語
圏
の
大
学
は

年
二
回
応
募
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
秋
募
集
に
関
す

る
「
秋
期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

�
十
月
三
日
開
催
�
の
模
様
を

近
日
中
に
動
画
配
信
す
る
予
定

で
あ
る
。
詳
細
は
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

tt
p���w

w
w
.k
an
sai�
u
.

ac.jp�K
okusai

）
お
よ
び

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
に
て
通
知
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
�
０６
―

６
３

６
８
―

１
１
７
４
）
ま
で
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

交換派遣留学生 募集要項
＊出願期間
７月５日（木）～１０月３１日（水）

＊選考方法
語学試験（筆記・聴解・口頭）
１１月７日（水）
※英語は口頭のみ
面接試験（日本語又は受験語種）
１１月２１日（水）

＊奨学金
関西大学国際交流助成基金第１種
奨学金（平成１９年度交換派遣留学生
は２６人に支給予定）
欧米、豪州、中南米、アフリカ

………………………５０万円
アジア………………………３０万円

◆テニス部
平成１９年度関西大学対抗テニスリ
ーグ戦
１０／６（土）～１４（日）
高槻キャンパスほか
平成１９年度関西大学対抗テニスリ
ーグ戦
１０／２５（木）・２６（金）
高槻キャンパスほか
関西学生地域テニストーナメント
１１／１０（土）～２５（日）
◆演劇研究部「学園座」
学園座秋公演
１０／１２（金）～１４（日）
千里山キャンパス 凜風館４階小
ホール

◆アイスホッケー部
第５４回関西学生アイスホッケーリ
ーグ戦
１０／１３（土）～１１／３（土・祝）
関西大学アイスアリーナ

◆バスケットボール部
平成１９年度関西学生バスケットボ
ールリーグ戦
１０／１３（土）・１４（日）・２０（土）
門真市・なみはやドーム

◆英語研究部
秋ケッサ杯（スピーチセクション）
１０／１３（土）
同志社大学
龍谷大学学長杯
１０／１４（日）
龍谷大学

◆野球部
平成１９年度関西学生野球六大学秋
季リーグ戦
１０／１３（土）～１５（月）
大津市・皇子山総合運動公園野球
場
（対京都大学）

◆アメリカンフットボール部
関西学生アメリカンフットボール
リーグ Div．�
１０／１４（日）
神戸市・王子スタジアム
（対龍谷大学）
１０／２７（土）
エキスポフラッシュフィールド
（対関西学院）
１１／１１（日）
エキスポフラッシュフィールド
（対立命館大学）
リーグ戦
１１／２３（金・祝）
エキスポフラッシュフィールド
（対京都大学）

◆会計学研究部
秋期関西学生会計学研究会
１０／１４（日）
関西学院
大原簿記大会
１１／１０（土）
大原簿記専門学校大阪校

◆弓道部
平成１９年度リーグ戦
１０／１４（日）
関西学院ほか

◆航空部
第２０回全日本学生グライダー新人
競技会
１０／１４（日）～２０（土）
第５回関関同立対抗グライダー競
技会
１１／３（土・祝）～９（金）

第２７回東海・関西学生グライダー
競技会
１１／１０（土）～１８（日）
岐阜県・木曽川滑空場

◆卓球部
第７４回全日本卓球選手権大会
１０／１８（木）～２１（日）
愛知県体育館

◆アイススケート部
第１回西日本学生フリー選手権大
会
１０／１９（金）～２１（日）
関西大学アイスアリーナ
第５６回関西学生氷上競技選手権大
会
１０／２５（木）
大阪府立臨海スポーツセンター

◆バトミントン部
全日本学生バトミントン選手権大
会
１０／１９（金）～２５（木）
千葉ポートアリーナほか

◆漕艇部
第４８回全日本新人選手権大会
１０／１９（金）～２１（日）
埼玉県
関西学生秋季リーグ戦
１１／２（金）～４（日）
兵庫県

◆ボクシング部
第５回大阪オープン戦
１０／２０（土）・２１（日）
（対関西学院）
千里山キャンパス 凱風館
第１回近畿学生新人トーナメント
戦
１０／２７（土）～１１／４（日）
関西外大ほか
第７７回全日本選手権大会
１１／１４（水）～１８（日）
大分県・津久見高校体育館
大阪学生選手権大会
１１／２３（金・祝）～２５（日）
近畿大学

◆アーチェリー部
第４５回関西学生アーチェリー新人
戦
１０／２１（日）
豊中市・服部緑地陸上競技場

◆なぎなた部
第２３回関西学生なぎなた新人戦
１０／２１（日）
奈良女子大学
西日本なぎなた選手権大会
１１／１１（日）
城東スポーツセンター
第３２回西日本学生なぎなた選手権
大会
１１／１８（日）
伊丹スポーツセンター

◆フェンシング部
関西学生選手権大会
１０／２３（火）～２７（土）
京都府・大山崎体育館
全日本大学選手権大会
１１／１２（月）～１６（金）
東京都・駒沢公園

◆吟詩部
平成１９年度学内吟詠発表会
１０／２７（土）
千里山キャンパス ＫＵシンフォ
ニーホール

◆ユネスコ研究部
ユネスコスクール

１０／２８（日）
万博記念公園
ユネスコスクール
１１／１８（日）
吹田市立千里市民センター図工室

◆剣道部
第６５回全日本学生剣道優勝大会
１０／２８（日）
日本武道館
第２６回全日本女子学生剣道優勝大
会
１１／１８（日）
愛知県・スカイホール豊田
第２０回関西学生剣道新人大会
１１／２５（日）
龍谷大学

◆拳法部
第２３回全日本学生拳法個人選手権
大会
１０／２８（日）
名古屋市・枇杷島スポーツセンター
第１６回日本拳法秋季大阪府民高校
大会
１１／１１（日）
門真市・なみはやドーム

◆重量挙部
第４３回西日本学生新人選手権大会
１０／２８（日）
千里山キャンパス 凱風館
第５３回全日本大学対抗選手権大会
（�部）
１１／１（木）～１２（月）
羽曳野市・はびきのコロセアム
第５２回全日本学生新人選手権大会
１１／２３（金・祝）・２４（土）
横浜市磯子スポーツセンター

◆陸上競技部
第８４回法政大学・関西大学陸上競
技定期戦
１０／２８（日）
豊中市・服部緑地陸上競技場
秩父宮賜杯 第３９回全日本大学駅
伝対抗選手権大会
１１／４（日）
熱田伊勢
第６９回関西学生対抗駅伝競争大会
１１／２４（土）
滋賀県・琵琶湖コース

◆馬術部
全日本学生馬術大会
１０／３０（火）～１１／４（日）
東京都・ＪＲＡ馬事公苑

◆落語大学
千里寄席
１１／１（木）～４（日）
千里山キャンパス ＫＵシンフォ
ニーホール

◆相撲部
全国学生相撲選手権大会
１１／３（土・祝）・４（日）
堺市・大浜公園

◆少林寺拳法部
少林寺拳法創始６０周年記念大会
１１／４（日）
日本武道館

◆空手道部
第５１回全日本大学空手道選手権大
会
１１／２３（金・祝）
大阪市中央体育館

◆美術部
関西大学美術部白鷲会展
１１／２７（火）～１２／２（日）
大阪市立美術館地下展覧会室

図
書
館
長
そ
し
て
、
関
西
大

学
学
長
も
務
め
た
廣
瀬
捨
三
名

誉
教
授
（
一
九
一
一
―

二
〇
〇
二
年
）
の
蔵
書

が
二
〇
〇
三
年
、
本
学

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。廣
瀬
文
庫
と
い
え
ば
、廣
瀬

本
『
萬
葉
集
』（
一
七
八
一
年
）

が
非
常
に
有
名
で
あ
る
が
、
今

回
の
展
示
は
、
そ
の
蔵
書
の
中

で
も
西
洋
の
も
の
を
紹
介
す

る
。
廣
瀬
教
授
の
専
門
は
中
世

の
英
国
に
生
き
た
大
詩
人
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
チ
ョ
ー
サ
ー
（
一
三

四
〇
頃
〜
一
四
〇
〇
年
）
で
あ

っ
た
。
廣
瀬
文
庫
に
加
え
て
、

本
学
図
書
館
所
蔵
の
、
チ
ョ
ー

サ
ー
を
め
ぐ
る
書
物
も
展
示
さ

れ
、
作
家
の
人
生
と
作
品
、
そ

し
て
現
代
に
ま
で
読
み
継
が
れ

て
い
る
経
緯
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
宮
廷
で
国
王
に

仕
え
て
い
た
チ
ョ
ー
サ
ー
は
イ

タ
リ
ア
へ
も
足
を
運
ん
で
い

る
。
そ
の
頃
、
イ
タ
リ
ア
で
は

桂
冠
詩
人
で
人
文
主
義
者
の
ペ

ト
ラ
ル
カ
（
一
三
〇
四
―
一
三

七
四
年
）
が
活
躍
し
、『
デ
カ
メ

ロ
ン
』
で
知
ら
れ
る
ボ
ッ
カ
チ

オ
（
一
三
一
三
―
一
三
七
五

年
）
は
『
神
曲
』
を
書
い
た
ダ

ン
テ
（
一
二
六
五
―
一
三
二
一

年
）
に
つ
い
て
講
義
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
チ
ョ

ー
サ
ー
の
作
品
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
影
響

を
大
い
に
受
け
た
。
ま
た
、
チ

ョ
ー
サ
ー
を
愛
読
し
た
有
名
な

作
家
た
ち
は
数
え
切
れ
な
い
。

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四

―
一
六
一
六
年
）
も
そ
の
一
人

で
あ
っ
た
。
廣
瀬
文
庫
に
は
こ

の
よ
う
な
チ
ョ
ー
サ
ー
を
め
ぐ

る
古
典
か
ら
中
世
、
近
世
に
い

た
る
多
く
の
貴
重
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
学
の
書
籍
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

チ
ョ
ー
サ
ー
の
人
気
は
死
後

も
衰
え
ず
、
そ
の
作
品
が
多
く

の
人
び
と
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

て
き
た
。
廣
瀬
文
庫
に
は
そ
の

中
の
有
名
な
も
の
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
一
七
二
一
年
に
刊

行
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ア

リ
ー
（
一
六
六
六
―
一
七
一
五

年
）
編
の
『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品

集
』、
そ
し
て
、
一
七
七
五
年
の

初
版
に
始
ま
り
、
一
八
六
〇
年

に
も
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
た
ト

マ
ス
・
タ
ー
ウ
ィ
ッ
ト
（
一
七

三
〇
―
一
七
八
六
年
）
の
編
纂

に
よ
る
『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品

集
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

最
後
に
、
今
回
、
廣
瀬
文
庫

の
中
か
ら
多
く
の
書
物
と
と
も

に
廣
瀬
教
授
自
身
の
筆
に
よ
る

自
画
像
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
も

付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
外
国
語
教
育
研
究
機
構

教
授

和
田

葉
子
）

・展示について
テーマ：「廣瀬文庫とチョーサーをめぐる本たち」
会 期：１１月１２日（月）～１２月１５日（土）
会 場：展示室（総合図書館１階）

・記念講演会について
日 時：１１月２９日（木）１４時４０分～１６時１０分
会 場：図書館ホール（総合図書館３階）
テーマ：「廣瀬文庫とチョーサーをめぐる本たち」
講 師：和田葉子（外国語教育研究機構教授）

１１１１
月月
１１
〜〜
４４
日日
にに
開開
催催

交
換
派
遣
留
学
生

秋
募
集

秋
季
特
別
展

１１
月
１２
日
か
ら

廣
瀬
文
庫
と
チ
ョ
ー
サ
ー
を
め
ぐ
る
本
た
ち

新入生が夏の合宿
政策創造学部

１１００月月１１２２日日～～１１１１月月２２８８日日課課外外活活動動行行事事予予定定

平成１９年（２００７年）１０月１２日第 ３４７ 号（７）



平成19年10月現在、関西大学にはいくつの学部があるでしょうか？�
（ａ）７学部　（ｂ）８学部　（ｃ）９学部　（ｄ）10学部�
�
関西大学学歌１番で、「関西大学」が３回続いた後のフレーズ
は何でしょうか？�
（ａ）長き歴史　（ｂ）重き使命　（ｃ）高き権威　（ｄ）強き精神�
�
関西大学のセミナーハウスのうち、平成18年度の年間利用者数
が最も多かったのはどれでしょうか？�
（ａ）飛鳥文化研究所・植田記念館　（ｂ）高岳館　�
（ｃ）白馬栂池高原ロッジ　　　　　（ｄ）六甲山荘�
�
今年度のエクステンション・
リードセンターでは、いくつ
の講座を開講しているでしょ
うか？�
（ａ）９講座　（ｂ）11講座　�
（ｃ）13講座　（ｄ）15講座�

関西大学の前身である、関西法律学校の初代校長は誰でしょうか？�
（ａ）小倉久　　（ｂ）井上操　�
（ｃ）吉田一士　（ｄ）ボアソナード�
�
千里山キャンパス内に設置された偉大なる
先人達の胸像で、ひげが一番長いのは誰で
しょうか？�
（ａ）久井忠雄　（ｂ）山岡順太郎　�
（ｃ）児島惟謙　（ｄ）岩崎卯一�
�
落語家の桂三枝さんは関西大学の出身です
が、どの学部に在籍していたでしょうか？ �
（ａ）法学部　（ｂ）文学部　（ｃ）経済学部　（ｄ）商学部�
�
かつて、関西大学の教授であったジャーナリストは誰でしょうか？�
（ａ）筑紫哲也　（ｂ）鳥越俊太郎　（ｃ）大谷昭宏　（ｄ）田原総一朗�

総合情報学部がある高槻キャンパスは、甲子園球場の何倍の広
さでしょうか？�
（ａ）9.0倍　（ｂ）11.6倍　（ｃ）15.8倍　（ｄ）20.4倍�
�
関西大学の学生を出身地別にみると、第1位の近畿に次いで出身
学生数が多いのはどの地方でしょうか？�
（ａ）東海地方　（ｂ）中国地方　（ｃ）四国地方　（ｄ）九州・沖縄地方�
�
関西大学速記部は、全日本大学速記
競技大会で現在何連覇中でしょうか？�
（ａ）９連覇　 （ｂ）19連覇　�
（ｃ）29連覇　（ｄ）39連覇�
�
平成18年度末現在、総合図書館と高
槻図書室を合わせた蔵書数は何冊で
しょうか？�
（ａ）約100万冊　（ｂ）約150万冊�
（ｃ）約200万冊　（ｄ）約250万冊�

関西大学の前身である、関西法
律学校が設立されたのは何年で
しょうか？�
（ａ）1868年　（ｂ）1886年�
（ｃ）1905年　（ｄ）1922年�
�
関西法律学校は、ある寺院の一角で誕生しました。その寺院の
名前は何でしょうか？ �
（ａ）法善寺　 （ｂ）西観音寺　（ｃ）願宗寺　（ｄ）興正寺　�
�
関西大学学歌の作曲者は誰でしょうか？�
（ａ）服部嘉香　（ｂ）中村良之助　（ｃ）滝廉太郎　（ｄ）山田耕筰�
�
関西大学と関西学院大学のスポーツの対戦、
伝統の総合関関戦。過去29回の対戦成績は
次のうちのどれでしょうか？�
（ａ）本学の15勝14敗　（ｂ）本学の14勝15敗�
（ｃ）本学の20勝９敗　（ｄ）本学の９勝20敗�

関西大学の校章は何をイメージしているで
しょうか？�
（ａ）学長の王冠　（ｂ）学生の手と手　�
（ｃ）千里山の竹　（ｄ）淀川の葦の葉�
�
千里山キャンパスの総合図書館は、元々何があった場所に建て
られたでしょうか？ �
（ａ）プール　（ｂ）グラウンド　（ｃ）学舎　（ｄ）体育館�
�
関西大学には、日本に現存するなか
で最も古いとされる、ある有名ブラ
ンドのトランクが保管されています。
その有名ブランドとは何でしょうか？�
（ａ）ルイ・ヴィトン　（ｂ）グッチ�
（ｃ）エルメス　　　　（ｄ）プラダ�
�
関西大学のスクールカラーは何色でしょうか？�
（ａ）えんじ色　（ｂ）深緑　（ｃ）紫紺　（ｄ）藍色�

Q-１�

Q-９�

Q-10

Q-11

Q-12

Q-13

Q-14

Q-15

Q-16

Q-17

Q-18

Q-19

Q-20

Q-５�

Q-６�

Q-７�

Q-８�

Q-２�

Q-３�

Q-４�

私たち広告研究部は、フリーマガジン『KandaiWalker』
やフリーペーパーの制作、広告代理店活動、公募へ
の挑戦などを行っています。�
今年の関西大学統一学園祭でも『KandaiWalker』を
無料配布しますので、ぜひご覧ください！�

今、いろんな検定があるよね。�
そこで、121年の歴史を誇る関西大学でも、「関大
検定」を作ってみました。�
この検定で、関西大学についてもっと詳しくなっ
ちゃおう！�

成績優秀者上位10人に抽選で、関西大学オリジナル
グッズ「醤油粕石鹸＜ＫＵ ＳＯＡＰ＞」を進呈�
◆応募期間：10月12日（金）～11月12日（月）�
◆応募資格：本学学生�
◆応募方法：インフォメーションシステムのアンケートに上記期間中開
設する「『関西大学通信』第347号 関大検定」回答フォームから回答�

◆結果発表：次号、第348号（11月29日発行予定）に解答を掲載�

みなさん！関大のことをどれくらい知っていますか？�

広告研究部公式サイト（コウケンHP）  http://kandaikouken.web.fc2.com/

関大検定応募要領　〉〉〉�

関西大学学術研究会広告研究部�

平成１９年（２００７年）１０月１２日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は１１月２９日発行の予定です

第３４７号

記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た

今
年
の
夏
も
終
わ
り
、
秋
学

期
の
開
始
と
と
も
に
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
に
活
気
が
戻
っ
て

き
た
。
学
生
諸
君
は
有
意
義

な
夏
休
み
を
過
ご
せ
た
で
あ

ろ
う
か
。
二
カ
月
近
く
も
の

間
、
何
も
拘
束
さ
れ
な
い
自

由
な
時
間
を
過
ご
す
機
会

は
、
今
後
の
人
生
で
な
か
な

か
得
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
思

う
。
こ
こ
で
得
た
経
験
を
糧

に
心
機
一
転
し
て
秋
学
期
の

学
業
に
励
ん
で
ほ
し
い
。

今
月
号
は
、
少
し
か
た
い

内
容
で
あ
っ
た
。そ
の
中
で
、

最
終
面
の
関
大
検
定
は
、
楽

し
み
な
が
ら
学
内
の
様
子
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
で
あ
る
。
一
般
常
識
か
ら

高
度
な
知
識
を
要
す
る
難
問

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の

出
題
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

読
者
の
み
な
さ
ん
は
ど
の
く

ら
い
正
解
で
き
た
だ
ろ
う

か
。

（
林

武
文
）

�編集後記�

宇
佐
見

太
市（
う
さ
み
・

た
い
ち
）
教
授

専
門
は
英
国
小
説
研
究
と

英
語
教
育
。文
化
的
・
文
学
的

考
察
が
英
語
教
育
へ
の
応
用

篇
の
一
つ
と
な
り
う
る
と
い

う
信
念
の
も
と
、
こ
れ
ま
で

の
自
ら
の
仕
事
を
踏
ま
え
て

現
在
は
、
人
間
の
言
語
発
話

行
為
の
多
層
性
・
重
層
性
に

関
心
を
抱
い
て
い
る
。現
在
、

外
国
語
教
育
研
究
機
構
長
。
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平成１９年（２００７年）１０月１２日第 ３４７ 号 （８）


